
(1) 令和5年2月15日（発行定日15日） 浜田商工会議所だより 第409号

№ 409

１Ｐ　浜田商工会議所青年部設立 40 周年　１Ｐ　浜田商工会議所青年部設立 40 周年　

２Ｐ　浜田市長・議長要望の回答①２Ｐ　浜田市長・議長要望の回答①

３Ｐ　３Ｐ　浜田市長・議長要望の回答➁浜田市長・議長要望の回答➁

４Ｐ　会議所のうごき①４Ｐ　会議所のうごき①

５Ｐ　青年部だより５Ｐ　青年部だより

６Ｐ　会議所のうごき➁６Ｐ　会議所のうごき➁

７Ｐ　浜田税務署からのお知らせ７Ｐ　浜田税務署からのお知らせ

８Ｐ８Ｐ　小規模企業共済、相談会開催のお知らせ　小規模企業共済、相談会開催のお知らせ

北 前 船 寄 港 地

外ノ浦
伝統芸能

石見神楽

スローガン ～一心 Isshin ～スローガン ～一心 Isshin ～

青年部創立 40 周年記念式典が盛大に開催青年部創立 40 周年記念式典が盛大に開催

　　令和 5 年 2 月 4 日（土）、令和 5 年 2 月 4 日（土）、浜田商工会議所青年部の創浜田商工会議所青年部の創

立 40 周年記念講演会・式典が島根県立大学講堂で盛大立 40 周年記念講演会・式典が島根県立大学講堂で盛大

に開催されました。に開催されました。

　記念式典に先立ち行われた講演会では、お笑い芸人の　記念式典に先立ち行われた講演会では、お笑い芸人の

ゴルゴ松本氏を講師に迎え、「命の授業」と題し、命をゴルゴ松本氏を講師に迎え、「命の授業」と題し、命を

はじめとする様々な漢字の成り立ちを楽しく伝えられ、はじめとする様々な漢字の成り立ちを楽しく伝えられ、

県内各会議所等から集まった約 400 人を前に熱のこもっ県内各会議所等から集まった約 400 人を前に熱のこもっ

たご講演をいただきました。たご講演をいただきました。

　記念式典では、佐々木貴裕会長が「　記念式典では、佐々木貴裕会長が「青年部事業に関わっ青年部事業に関わっ

てくださった全ての皆様に感謝申し上げたいてくださった全ての皆様に感謝申し上げたい」と挨拶を」と挨拶を

述べ、青年部の歩みを映像と共に振り返りました。述べ、青年部の歩みを映像と共に振り返りました。

　また、祝賀会は新型コロナウイルス感染症対策として　また、祝賀会は新型コロナウイルス感染症対策として

浜田ニューキャッスルホテルをメイン会場に、鈴蘭別館浜田ニューキャッスルホテルをメイン会場に、鈴蘭別館

とオンラインで結び 2 会場に分けて開かれ、両会場の参とオンラインで結び 2 会場に分けて開かれ、両会場の参

加者約 130 人はスクリーンに映し出される映像で臨場感加者約 130 人はスクリーンに映し出される映像で臨場感

を共有しました。余興では、来賓者による鏡割りや歴代を共有しました。余興では、来賓者による鏡割りや歴代

会長による餅つきが披露され、お祝いに華を添えました。会長による餅つきが披露され、お祝いに華を添えました。

　記念行事では、当所青年部がこれまで歩んできた歴史　記念行事では、当所青年部がこれまで歩んできた歴史

を再認識し、その歴史を紡いで今日まで繋いでいただいを再認識し、その歴史を紡いで今日まで繋いでいただい

た諸先輩方や、ご支援をいただいた関係各位への感謝をた諸先輩方や、ご支援をいただいた関係各位への感謝を

伝えるとともに、ご参加いただいた皆様と心を一つに次伝えるとともに、ご参加いただいた皆様と心を一つに次

代への飛躍を誓いました。代への飛躍を誓いました。

ゴルゴ松本氏と佐々木貴裕会長が「祝」の字を披露 （上）講演会の様子　　（下）祝賀会での来賓者による鏡割り



(2)浜田商工会議所だより第409号 令和5年2月15日（発行定日15日）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
る
地
元
事
業
者
に
対

し
、
こ
れ
ま
で
国
・
県
の
支
援
策
を
補
完
す
る
様
々
な
独
自
支
援
策
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
直
近
は
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
は
ま
だ
応
援

チ
ケ
ッ
ト
を
第
2
弾
ま
で
発
行
し
、
様
々
な
業
種
の
市
内
事
業
者
支
援

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
は
未
だ
先

行
き
が
不
透
明
で
あ
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
・
ア

フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
も
見
据
え
、
商
工
団
体
の
皆
さ
ま
と
連
携
し
、
地
元
事

業
者
に
寄
り
添
っ
た
支
援
に
努
め
ま
す
。

１
．
浜
田
漁
港
の
機
能
充
実
と
水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て

　

浜
田
漁
港
の
高
度
衛
生
管
理
型
荷
捌
所
に
つ
き
ま
し
て
は
、
沖
合
底

び
き
網
漁
業
用
の
4
号
荷
捌
所
の
今
年
度
中
の
完
成
を
目
指
し
、
国
や

県
と
連
携
し
て
着
実
に
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

漁
獲
量
の
確
保
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
沖
合
底
び
き
網
漁
船
団

1
ヶ
統
の
新
船
建
造
に
対
し
、
県
と
と
も
に
支
援
を
行
い
地
元
漁
船
の

維
持
・
存
続
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
冷
凍
・
冷
蔵
能
力
の

強
化
や
漁
港
関
連
施
設
の
環
境
整
備
に
つ
い
て
、
施
設
所
有
者
で
あ
る

Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
な
ど
の
水
産
関
係
事
業
者
か
ら
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
推

進
を
図
り
、
国
や
県
に
対
し
て
は
、
支
援
制
度
の
拡
充
に
つ
い
て
働
き

か
け
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
養
殖
事
業
等
に
よ
る
新
た
な
水
産
資
源

確
保
に
つ
き
ま
し
て
も
、
引
き
続
い
て
研
究
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

２
．
下
水
道
整
備
計
画
に
係
る
市
内
企
業
へ
の
優
先
発
注
に
つ
い
て

①
処
理
場
建
設
の
発
注

　

現
在
処
理
場
建
設
に
つ
い
て
は
、
官(

公)

民
連
携
事
業
導
入
の
検

　

討
中
で
す
の
で
、
他
市
の
事
例
な
ど
を
参
考
に
地
元
業
者
の
受
注
機

　

会
が
増
え
る
よ
う
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

➁
管
路
工
事
の
発
注

　

管
路
工
事
に
つ
い
て
は
、
地
元
の
設
計
企
業
、
建
設
企
業
と
の
意
見

　

交
換
会
で
伺
っ
た
ご
意
見
を
参
考
に
し
て
、
2
工
区
に
分
割
し
、
地

　

元
業
者
を
受
注
グ
ル
ー
プ
の
構
成
員
に
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

③
受
益
者
へ
の
説
明

　

整
備
区
域
内
に
お
住
ま
い
の
方
や
事
業
所
へ
は
、
接
続
に
係
る
費
用

　

負
担
の
説
明
や
工
事
の
ご
協
力
の
お
願
い
な
ど
、
丁
寧
か
つ
確
実
に

　

行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
説
明
会
な
ど
を
開
催
し
て

　

周
知
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

３
．
円
安
、
資
材
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
高
騰
等
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て

　

円
安
、
資
材
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
高
騰
等
に
つ
い
て
は
、
市
内
事
業

所
の
み
な
ら
ず
、
家
庭
に
ま
で
影
響
が
及
ん
で
い
る
も
の
と
認
識
し
て

お
り
ま
す
。
市
内
小
売
業
者
が
継
続
的
な
事
業
活
動
を
行
え
る
よ
う
国

や
県
の
支
援
の
動
向
も
踏
ま
え
、
地
元
事
業
者
に
寄
り
添
っ
た
支
援
に

努
め
ま
す
。

４
．
タ
ク
シ
ー
事
業
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て

　

タ
ク
シ
ー
事
業
者
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
高
齢
者
等
の
ド
ア
・
ト
ゥ
・

ド
ア
型
の
移
動
手
段
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
が
、
人
口
減
少
等
に
よ
る
利
用
者
減
少
に
加
え
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ
る
更
な
る
減
少
で
厳
し
い
経
営
状
況

に
あ
り
ま
す
。

　

そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
令
和
2
年
度
及
び
令
和
4
年
度
に
お
い
て
、

タ
ク
シ
ー
車
両
1
台
当
た
り
3
万
円
の
給
付
金
を
支
給
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
国
際
情
勢
の
影
響
等
に
よ
り
原
油
価
格
が
高
騰
し
タ
ク

シ
ー
事
業
者
を
取
り
巻
く
経
営
環
境
は
さ
ら
に
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て

い
る
状
況
を
踏
ま
え
て
、
今
後
、
価
格
高
騰
し
た
燃
料
費
相
当
額
の
一

部
を
支
援
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
の
支
援
に
つ
き
ま
し
て
も
、
引
き
続
き
、
地
域
公
共
交
通

事
業
者
の
安
定
的
な
事
業
継
続
及
び
市
民
の
日
常
的
な
移
動
手
段
の
維

持
・
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

令
和
令
和
44
年年
88
月月
2222
日
（
月
）
、
浜
田
商
工
会
議
所
は
、
当
地
域

日
（
月
）
、
浜
田
商
工
会
議
所
は
、
当
地
域

の
産
業
振
興
及
び
経
済
発
展
で
抱
え
る
懸
案
事
項
を
各
部
会
を
中

の
産
業
振
興
及
び
経
済
発
展
で
抱
え
る
懸
案
事
項
を
各
部
会
を
中

心
に
心
に
1515
項
目
に
取
り
ま
と
め
た
要
望
書
を
浜
田
市
長
・
市
議
会
議

項
目
に
取
り
ま
と
め
た
要
望
書
を
浜
田
市
長
・
市
議
会
議

長
へ
提
出
し
ま
し
た
。

長
へ
提
出
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
令
和

こ
れ
に
対
し
、
令
和
44
年年
1111
月月
2121
日
（
月
）
付
け
で
浜
田
市
か

日
（
月
）
付
け
で
浜
田
市
か

ら
回
答
が
あ
り
ま
し
た
の
で
次
の
と
お
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ら
回
答
が
あ
り
ま
し
た
の
で
次
の
と
お
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※※
要
望
内
容
に
つ
い
て
は
、
会
報

要
望
内
容
に
つ
い
て
は
、
会
報
99
月
号
に
概
要
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

月
号
に
概
要
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

５
．
燃
料
補
給
船
へ
の
支
援
に
つ
い
て

　

燃
料
補
給
船
の
維
持
に
つ
い
て
は
、
地
元
外
漁
船
の
誘
致
や
大
型
客

船
の
寄
港
促
進
に
お
い
て
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
船
舶
を
所
有
す
る
事
業
者
か
ら
状
況
を
伺
い
な
が
ら
、
活

用
で
き
る
国
や
県
の
補
助
制
度
を
確
認
し
、
市
と
し
て
で
き
る
支
援
に

つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

１
．
浜
田
ら
し
い
サ
イ
ン
の
統
一
に
つ
い
て

　

案
内
標
識
や
案
内
看
板
に
統
一
感
を
持
た
せ
る
こ
と
は
、
重
要
な
観

点
で
あ
り
、
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
に
つ
き
ま
し
て
も
、
国
際
的
に
通
用
す
る

情
報
伝
達
手
段
で
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
と
し
て
も
有
効
な
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

現
在
設
置
さ
れ
て
い
る
看
板
に
つ
き
ま
し
て
は
、
設
置
者
や
設
置
さ

れ
た
時
期
が
異
な
る
た
め
、
統
一
感
が
な
い
印
象
を
受
け
る
も
の
も
あ

り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
を
一
度
に
更
新
す
る
た
め
に
は
多
大
な
経
費
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　

今
後
、
新
た
な
観
光
案
内
サ
イ
ン
を
設
置
す
る
場
合
や
既
存
の
サ
イ

ン
を
更
新
す
る
際
に
は
、
国
土
交
通
省
や
島
根
県
が
定
め
る
「
道
路
標

識
設
置
基
準
」
や
「
し
ま
ね
観
光
案
内
サ
イ
ン
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
踏

ま
え
、
統
一
性
や
外
国
人
観
光
客
へ
の
わ
か
り
や
す
さ
を
考
慮
し
て
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

２
．
浜
田
高
速
バ
ス
（
い
さ
り
び
号
）
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
便
復
活
に
つ
い
て

　

中
国
Ｊ
Ｒ
バ
ス
・
広
島
電
鉄
・
石
見
交
通
の
3
社
で
共
同
運
行
し
て

い
る
高
速
バ
ス
「
高
速
広
浜
線
（
い
さ
り
び
号
）」
に
つ
き
ま
し
て
は
、

令
和
元
年
7
月
に
、
利
用
者
の
減
少
に
伴
い
、
ダ
イ
ヤ
改
正
等
に
併
せ

て
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
便
が
廃
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

ご
要
望
の
と
お
り
、
広
島
方
面
か
ら
観
光
客
を
呼
び
込
む
た
め
に
は
、

乗
車
時
間
の
短
縮
な
ど
に
よ
る
利
便
性
の
向
上
は
必
要
な
こ
と
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
一
方
で
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
利
用
者
数
の
増
加
が
見
込

め
な
い
中
に
お
い
て
は
、
便
数
を
増
や
す
こ
と
は
難
し
く
、
仮
に
現
行

便
を
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
便
に
変
更
し
た
場
合
、
現
在
利
用
し
て
い
る
バ
ス

停
で
の
乗
降
が
で
き
な
く
な
り
、
利
便
性
の
低
下
や
利
用
者
数
の
減
少

が
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、利
用
者
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
よ
り
有
効
的
な
運
行
方
法
に
つ
い
て
、
運
行
事
業
者
に
働

き
か
け
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

Ⅰ
．
Ⅰ
．
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
伴
う
事
業
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
伴
う
事
業
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て

    

Ⅱ
．
Ⅱ
．
産
業
の
振
興
に
つ
い
て

産
業
の
振
興
に
つ
い
て

   
   

Ⅲ
．
Ⅲ
．
観
光
振
興
に
つ
い
て

観
光
振
興
に
つ
い
て

市

長

・

議

長

要

望

（

回

答

）

市

長

・

議

長

要

望

（

回

答

）



(3) 令和5年2月15日（発行定日15日） 浜田商工会議所だより 第409号

３
．
Ｊ
Ｒ
山
陰
本
線
の
普
通
列
車
最
終
発
車
時
刻
の
繰
り
上
げ
等
に
つ
い
て

　

Ｊ
Ｒ
西
日
本
は
２
０
２
２
年
春
ダ
イ
ヤ
改
正
に
お
い
て
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
鉄
道
利
用
者
が
減
少
し
た
こ
と
な

ど
の
理
由
に
、
大
幅
な
減
便
等
を
実
施
さ
れ
ま
し
た
、

　

そ
れ
を
受
け
、
市
が
加
盟
す
る
島
根
県
市
長
会
は
、
島
根
県
、
鳥
取

県
、
鳥
取
県
市
長
会
及
び
両
県
町
村
会
と
連
携
し
て
Ｊ
Ｒ
西
日
本
に
対

し
、
ダ
イ
ヤ
改
正
等
に
関
す
る
要
望
活
動
を
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

市
単
独
で
も
同
社
に
対
し
、
山
陰
本
線
の
存
続
及
び
ダ
イ
ヤ
改
正
に
係

る
要
望
書
の
提
出
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

Ｊ
Ｒ
山
陰
本
線
は
、
通
勤
・
通
学
・
通
院
の
た
め
の
生
活
交
通
に
加

え
、
観
光
等
の
た
め
の
広
域
的
な
移
動
手
段
と
し
て
の
役
割
も
担
っ
て

お
り
、
地
域
経
済
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
も
の
と
危
惧
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
地
域
活
性
化
や
ま
ち
づ
く
り
に
欠
か
せ
な
い
重
要
な
イ
ン

フ
ラ
で
あ
り
、
将
来
に
わ
た
っ
て
、
官
民
一
体
と
な
っ
て
守
り
活
か
す

べ
き
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
更
な
る
減
便
等
に
繋
が
ら
な
い
よ
う
、
島
根
県
や
沿
線
自
治
体

等
が
参
画
す
る
島
根
県
鉄
道
整
備
連
絡
調
整
協
議
会
と
連
携
し
、
Ｊ
Ｒ

西
日
本
及
び
国
・
県
に
対
す
る
要
望
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

４
．
石
見
神
楽
伝
承
館
の
建
設
に
つ
い
て

　

浜
田
市
は
、
八
調
子
の
石
見
神
楽
発
祥
の
地
で
あ
り
、
蛇
胴
の
発
明
、

金
糸
、
銀
糸
を
用
い
た
衣
装
、
石
州
和
紙
で
作
ら
れ
た
神
楽
面
な
ど
の

神
楽
産
業
も
盛
ん
で
、
勇
壮
華
麗
な
舞
が
多
く
の
お
客
様
を
惹
き
つ
け

て
い
ま
す
。

　

現
在
、
日
本
遺
産
認
定
や
国
立
劇
場
で
の
公
演
成
功
も
あ
り
、

２
０
２
５
年
の
関
西
・
大
阪
万
博
で
の
上
演
も
見
据
え
、
観
光
ツ
ー
ル

と
し
て
、
そ
の
可
能
性
は
大
き
く
、
受
入
拠
点
と
し
て
、
上
演
施
設
と

歴
史
・
文
化
を
紹
介
す
る
伝
承
館
は
必
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
で
は
、
整
備
に
あ
た
り
、
そ
の
理
念
や
コ
ン
セ
プ
ト
、
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ス
ト
、
運
営
母
体
な
ど
の
ほ
か
、
物
理
的
な
設
備
や
規
模
、
立

地
問
題
な
ど
、
解
決
す
べ
き
課
題
が
数
多
く
あ
り
、
民
間
の
上
演
施
設

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
し
っ
か
り
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

１
．
重
要
港
湾
浜
田
港
の
機
能
充
実
に
つ
い
て

　

近
年
、
取
扱
貨
物
が
多
岐
に
渡
る
と
と
も
に
輸
送
の
効
率
化
を
図
る

た
め
大
型
船
で
の
貨
物
輸
送
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
コ
ン
テ
ナ
船
は

１
０
０
０
Ｔ
Ｅ
Ｕ
型
以
上
が
主
流
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
浜
田
港

に
お
け
る
船
舶
大
型
化
へ
の
対
応
は
喫
緊
の
課
題
で
す
。
引
き
続
き
船

舶
大
型
化
に
対
応
し
た
岸
壁
等
港
湾
機
能
の
強
化
に
つ
い
て
、
国
及
び

島
根
県
に
対
し
て
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

２
．
石
央
物
流
団
地
の
機
能
充
実
と
新
規
造
成
に
つ
い
て

　

浜
田
Ｉ
Ｃ
と
直
結
さ
れ
る
道
路
整
備
に
つ
い
て
は
、
大
規
模
な
道

路
工
事
が
必
要
と
な
り
、
財
源
の
確
保
等
の
課
題
が
あ
り
困
難
と
考

え
て
お
り
ま
す
。　
　

　

ま
た
、
団
地
へ
の
進
入
道
路
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
全
区
画
の
災
害
対

策
工
事
を
実
施
し
て
お
り
、
大
型
ト
ラ
ッ
ク
が
長
期
間
通
行
不
能
と
な

る
よ
う
な
、
大
規
模
な
土
砂
災
害
発
生
の
恐
れ
は
少
な
く
な
っ
て
い
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
が
、
土
砂
崩
れ
等
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
迅
速

に
対
応
し
、
通
行
止
め
の
解
消
に
努
め
ま
す
。

　

石
央
物
流
団
地
の
造
成
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
度
ご
回
答
し
た
と

お
り
、
島
根
県
に
お
け
る
事
業
実
施
の
実
現
が
進
ま
な
い
た
め
、
浜
田

市
と
し
ま
し
て
も
「
石
央
物
流
団
地
の
第
2
期
工
事
予
定
地
」
の
概
略

設
計
を
行
い
ま
し
た
が
、
想
定
よ
り
造
成
費
用
が
掛
か
り
、
土
地
の
販

売
価
格
が
高
く
な
る
こ
と
が
判
明
し
、
県
と
市
の
共
同
整
備
の
方
針
に

伴
う
公
募
へ
の
応
募
を
見
送
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
新
た
な
敷
地
造
成
に
よ
る
団
地
規
模
の
拡
大
に
つ
い
て

は
難
し
い
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
が
、
現
在
、
石
央
物
流
団
地
へ
の

企
業
立
地
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
こ
と
を
目
的
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
基
に
分
析
・

評
価
、
検
討
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

３
．
矢
原
川
ダ
ム
の
事
業
推
進
に
つ
い
て

　

矢
原
川
ダ
ム
の
建
設
促
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、
毎
年
、
国
県
重
点
要

望
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
浜
田
市
と
益
田
市
で
組
織
し
た
「
矢
原
川

ダ
ム
建
設
促
進
期
成
同
盟
会
」
に
お
い
て
、
国
及
び
島
根
県
に
対
し
て

事
業
促
進
の
要
望
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
付
替
え
道
路
工
事
に
着
手
さ
れ
て
お
り
、
引
き
続
き
早

期
完
成
に
向
け
て
国
及
び
島
根
県
に
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

浜
田
沖
石
油
・
天
然
ガ
ス
の
試
掘
調
査
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
と
し

ま
し
て
も
国
県
重
点
要
望
事
項
と
し
て
、
県
に
対
し
要
望
を
行
っ
て
き

た
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
の
結
果
、
令
和
4
年
5
月
か
ら
8
月
ま
で
再
試
掘
が
実
現
し
ま
し

た
が
、
現
時
点
で
は
商
業
生
産
に
は
至
ら
な
い
規
模
で
あ
る
と
関
係
者

か
ら
伺
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
は
、
取
得
し
た
各
種
デ
ー
タ
の
分
析
・

評
価
を
進
め
て
い
く
と
の
こ
と
で
あ
り
、
引
き
続
き
商
工
団
体
の
皆
さ

ま
と
一
緒
に
な
っ
て
、
事
業
実
施
の
実
現
に
向
け
て
必
要
な
働
き
か
け

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　

浜
田
港
に
つ
い
て
は
、
国
指
定
の
重
要
港
湾
と
し
て
整
備
さ
れ
、

官
民
一
体
と
な
っ
て
利
用
促
進
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

一
方
、
昨
今
の
災
害
時
等
に
お
け
る
自
衛
隊
の
迅
速
な
支
援
と
献
身

的
な
活
動
は
大
き
な
安
心
に
繋
が
っ
て
お
り
、
ま
た
、
海
上
自
衛
隊
艦

艇
の
浜
田
港
寄
港
に
と
も
な
う
艦
艇
公
開
な
ど
を
通
じ
、
浜
田
市
民
の

自
衛
隊
に
対
す
る
信
頼
感
が
高
ま
っ
て
い
る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

海
上
自
衛
隊
艦
艇
が
浜
田
港
を
利
用
し
て
物
資
等
の
補
給
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
地
元
産
品
の
消
費
拡
大
な
ど
、
島
根
県
西
部
地
域
の
経
済

に
も
大
き
な
効
果
が
期
待
で
き
る
も
の
と
考
え
て
お
り
、
補
給
基
地
の

誘
致
に
向
け
て
要
望
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
島
根
県
市
長
会
を
通
じ
た
要
望
や
、
浜
田
市
の
国
県

重
点
要
望
活
動
に
項
目
と
し
て
明
記
し
、
国
や
県
へ
の
働
き
か
け
を
行

う
ほ
か
、
市
議
会
、
商
工
会
議
所
、
商
工
会
と
連
携
し
て
、
中
央
で
の

要
望
活
動
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

令
和
3
年
度
は
、
11
月
16
日
に
、
久
保
田
市
長
、
櫨
山
会
頭
、
川
神

副
議
長
と
と
も
に
防
衛
省
を
訪
問
し
、
要
望
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
浜

田
港
の
港
湾
整
備
状
況
を
説
明
し
、
ま
ず
は
海
上
自
衛
隊
艦
艇
の
寄
港

回
数
を
増
や
し
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
、
将
来
的
に
は
補
給
基
地
を
設

置
し
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
を
要
望
し
ま
し
た
。

　

防
衛
省
か
ら
は
、「
予
算
の
都
合
上
困
難
な
が
ら
、
日
本
海
側
に
補

給
基
地
は
必
要
で
あ
る
。
海
上
自
衛
隊
艦
艇
の
寄
港
回
数
増
加
に
つ
い

て
は
、
省
内
で
し
っ
か
り
伝
え
て
い
く
」
と
の
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、
市
議
会
、
商
工
会
議
所
、
商
工
会
と
連
携
し
て
要
望
活

動
を
行
い
、
誘
致
活
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

    

Ⅳ
．
都
市
基
盤
の
整
備
等
に
つ
い
て

Ⅳ
．
都
市
基
盤
の
整
備
等
に
つ
い
て

Ⅴ
．
Ⅴ
．
島
根
県
浜
田
市
沖
合
の
石
油
・
天
然
ガ
ス
の
資
源
開
発
促
進
に
つ
い
て

島
根
県
浜
田
市
沖
合
の
石
油
・
天
然
ガ
ス
の
資
源
開
発
促
進
に
つ
い
て

Ⅵ
．
Ⅵ
．
浜
田
港
へ
の
海
上
自
衛
隊
艦
艇
の
物
資
補
給
基
地
誘
致
に
向
け
た
支
援
に
つ
い
て

浜
田
港
へ
の
海
上
自
衛
隊
艦
艇
の
物
資
補
給
基
地
誘
致
に
向
け
た
支
援
に
つ
い
て
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事
業
説
明
で
は
、
浜
田
市

地
域
政
策
部
定
住
人
口
関
係

推
進
課
の
川
合
課
長
を
招
き
、

新
会
館
1
階
テ
ナ
ン
ト
に
入

居
が
検
討
さ
れ
て
い
る
「
（
仮

称
）
浜
田
市
ま
ち
な
か
交
流

プ
ラ
ザ
」
の
設
置
目
的
や
機

能
・
運
営
体
制
な
ど
施
設
の

概
要
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り

意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、
「
他
市
を
参

考
に
、
移
住
と
創
業
を
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
で
支
援
で
き
な
い

か
」
「
中
学
生
も
利
用
で
き

る
こ
と
を
周
知
し
て
ほ
し
い
」

な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
浜
田
市
が
検
討
を
進
め

ら
れ
て
い
る
同
交
流
プ
ラ
ザ

に
つ
い
て
は
、
産
学
官
民
が

連
携
し
て
地
域
課
題
に
取
り

組
む
新
た
な
拠
点
づ
く
り
と

し
て
、
当
所
の
機
能
を
最
大

限
に
発
揮
で
き
る
よ
う
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

2 12 1

世

紀

ま

ち

づ

く

り

委

員

会

世

紀

ま

ち

づ

く

り

委

員

会

　

令
和
令
和
55
年年
11
月月
1919
日
（
木
）
、

日
（
木
）
、

当
所
会
議
室
に
お
い
て

当
所
会
議
室
に
お
い
て
21
世

紀
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
（
委

員
長 

矢
口
伸
二
）
が
開
催
さ

れ
、
出
席
し
た
8
名
の
委
員

が
会
館
移
転
計
画
に
つ
い
て

進
捗
状
況
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

事
務
局
か
ら
の
報
告
事
項

で
は
、
現
会
館
の
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
と
新
会
館
の
排
煙
扉

の
施
工
に
つ
い
て
報
告
が
さ

れ
ま
し
た
。

会館移転について協議を重ねる委員のみなさま会館移転について協議を重ねる委員のみなさま

日

本

商

工

会

議

所

日

本

商

工

会

議

所

　

　

　

　

　

表

彰

　

　

　

　

　

表

彰

　

去
る
令
和

　

去
る
令
和
44
年年
99
月月
1515
日日

開
催
の
日
本
商
工
会
議
所
通

開
催
の
日
本
商
工
会
議
所
通

常
会
員
総
会
に
お
い
て
、
日

常
会
員
総
会
に
お
い
て
、
日

本
商
工
会
議
所
会
頭
表
彰
が

本
商
工
会
議
所
会
頭
表
彰
が

行
わ
れ
、
当
会
議
所
の
議
員

行
わ
れ
、
当
会
議
所
の
議
員

と
し
て
長
き
に
わ
た
り
商
工

と
し
て
長
き
に
わ
た
り
商
工

会
議
所
の
発
展
な
ら
び
に
会

会
議
所
の
発
展
な
ら
び
に
会

員
事
業
所
の
繁
栄
に
多
大
な

員
事
業
所
の
繁
栄
に
多
大
な

貢
献
を
果
た
さ
れ
た
、
牛
尾

貢
献
を
果
た
さ
れ
た
、
牛
尾

昭
氏
が
栄
え
あ
る
表
彰
を
受

昭
氏
が
栄
え
あ
る
表
彰
を
受

け
ら
れ
ま
し
た
の
で
ご
披
露

け
ら
れ
ま
し
た
の
で
ご
披
露

し
ま
す
。

し
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
地
域
商
工
業

　

引
き
続
き
、
地
域
商
工
業

の
振
興
に
ご
尽
力
い
た
だ
き

の
振
興
に
ご
尽
力
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
す
。 勤

続
勤
続
3030
年
表
彰

年
表
彰

　

牛
尾　

昭　

氏

　

（
居
酒
屋
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
）

  

り
「
人
材
確
保
の
点
か
ら
、

り
「
人
材
確
保
の
点
か
ら
、

子
育
て
世
代
の

子
育
て
世
代
の
UIUI
タ
ー
ン
を

タ
ー
ン
を

促
進
さ
せ
る
た
め
に
子
育
て

促
進
さ
せ
る
た
め
に
子
育
て

支
援
に
力
を
入
れ
た
取
り
組

支
援
に
力
を
入
れ
た
取
り
組

み
を
お
願
い
し
た
い
」
と
発

み
を
お
願
い
し
た
い
」
と
発

言
。
こ
れ
に
対
し
、
田
中
部

言
。
こ
れ
に
対
し
、
田
中
部

長
（
島
根
県
商
工
労
働
部
）

長
（
島
根
県
商
工
労
働
部
）

か
ら
は
、
「
県
も
子
育
て
支
援

か
ら
は
、
「
県
も
子
育
て
支
援

に
重
点
を
置
い
て
い
る
の
で
、

に
重
点
を
置
い
て
い
る
の
で
、

働
き
な
が
ら
子
育
て
が
で
き

働
き
な
が
ら
子
育
て
が
で
き

る
環
境
を
整
え
、
子
育
て
世

る
環
境
を
整
え
、
子
育
て
世

代
の
人
材
確
保
に
つ
な
が
る

代
の
人
材
確
保
に
つ
な
が
る

よ
う
に
し
て
い
き
た
い
」
と

よ
う
に
し
て
い
き
た
い
」
と

前
向
き
な
回
答
が
あ
り
ま
し

前
向
き
な
回
答
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
他
に
も
「
人
材
不

た
。
そ
の
他
に
も
「
人
材
不

足
の
問
題
」
「
地
元
学
生
の
県

足
の
問
題
」
「
地
元
学
生
の
県

内
就
職
」
「
起
業
・
創
業
へ
の

内
就
職
」
「
起
業
・
創
業
へ
の

支
援
」
な
ど
に
つ
い
て
意
見

支
援
」
な
ど
に
つ
い
て
意
見

が
出
さ
れ
活
発
な
懇
談
会
と

が
出
さ
れ
活
発
な
懇
談
会
と

な
り
ま
し
た
。

な
り
ま
し
た
。

　

当
連
合
会
で
は
、
県
下

　

当
連
合
会
で
は
、
県
下
88

会
議
所
と
の
情
報
交
換
と
連

会
議
所
と
の
情
報
交
換
と
連

携
を
目
的
と
し
た
研
修
会
を

携
を
目
的
と
し
た
研
修
会
を

定
期
的
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

定
期
的
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

令
和

　

令
和
55
年年
11
月月
1717
日
（
火
）
、

日
（
火
）
、

県
下
商
工
会
議
所
副
会
頭
会

県
下
商
工
会
議
所
副
会
頭
会

議
（
主
催
：
島
根
県
商
工
会

議
（
主
催
：
島
根
県
商
工
会

議
所
連
合
会
）
が
浜
田
市
を

議
所
連
合
会
）
が
浜
田
市
を

会
場
と
し
て

会
場
と
し
て
33
年
振
り
に
開

年
振
り
に
開

催
さ
れ
、
参
加
さ
れ
た

催
さ
れ
、
参
加
さ
れ
た
2020
名名

の
副
会
頭
が
研
修
を
通
し
て

の
副
会
頭
が
研
修
を
通
し
て

交
流
を
深
め
ま
し
た
。
当
所

交
流
を
深
め
ま
し
た
。
当
所

か
ら
は

か
ら
は
33
名
の
全
副
会
頭
が

名
の
全
副
会
頭
が

出
席
。

出
席
。

　

研
修
は
、

　

研
修
は
、
昨
年
昨
年
1111
月
に
営

月
に
営

業
運
転
が
開
始
さ
れ
た

業
運
転
が
開
始
さ
れ
た
国
内
国
内

最
大
級
の
最
新
鋭
石
炭
火
力

最
大
級
の
最
新
鋭
石
炭
火
力

「
三
隅
発
電
所

「
三
隅
発
電
所
22
号
機
」
を
視

号
機
」
を
視

察
し
、
中
電
担
当
者
か
ら
石

察
し
、
中
電
担
当
者
か
ら
石

炭
火
力
と
し
て
世
界
最
高
水

炭
火
力
と
し
て
世
界
最
高
水

準
の
環
境
性
能
を
有
す
る
設

準
の
環
境
性
能
を
有
す
る
設

備
の
特
徴
や
立
ち
並
ぶ
建
物

備
の
特
徴
や
立
ち
並
ぶ
建
物

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し

た
。
た
。

　

そ
の
後
、
浜
田
ワ
シ
ン
ト

　

そ
の
後
、
浜
田
ワ
シ
ン
ト

ン
ホ
テ
ル
に
移
動
し
て
の
島

ン
ホ
テ
ル
に
移
動
し
て
の
島

根
県
商
工
労
働
部
と
の
意
見

根
県
商
工
労
働
部
と
の
意
見

交
換
で
は
、
福
濱
副
会
頭
よ

交
換
で
は
、
福
濱
副
会
頭
よ

県

下

商

工

会

議

所

県

下

商

工

会

議

所  

正

副

会

頭

会

議

正

副

会

頭

会

議

島根県商工労働部との懇談会島根県商工労働部との懇談会 三隅発電所 2号機を視察三隅発電所 2号機を視察



(5) 令和5年2月15日（発行定日15日） 浜田商工会議所だより 第409号

［  浜田商工会議所 青年部だより － ２月号 － ］

　令和５年１月１７日（火）浜田商工会議所大ホールに

おいて、１月例会を開催しました。

　今回の例会は令和５年２月４日（土）に開催する浜田

商工会議所青年部創立 40 周年記念式典、記念講演、祝賀

会について青年部メンバーに説明を行いました。

　全体のタイムスケジュールの確認から各個人の役割に

ついてなど説明を行い、質疑応答では様々な意見もあり、

当日までの修正点や課題が浮き彫りとなりました。

　私自身、初めて周年事業に参加させていただき、全く

様子も分からない中、メンバーに助けられ準備を進めて

きました。

　記念式典当日まで残りわずかとなりましたが、ご来場

いただくご来賓の方を始め、浜田商工会議所青年部ＯＢ、

ＯＧの皆様、他単会の皆様が楽しんでいただける内容と

なるようメンバー全員の力を合わせていきたいと思いま

す。

１月例会について
BB 委員会　委員長　河原　靖明
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上
が
っ
て
い
な
い
こ
と
を
危

惧
し
て
い
る
。
急
激
な
円
安

や
物
価
高
騰
の
波
に
耐
え
う

る
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
を
実
現
し
、

一
丸
と
な
っ
て
こ
の
状
況
を

断
ち
切
れ
る
よ
う
ご
協
力
い

た
だ
き
た
い
。
我
々
が
や
っ

て
い
か
な
い
と
動
か
な
い
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

と
力
強
く
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
来
賓
代
表
と
し
て

久
保
田
市
長
か
ら
は
「
コ
ロ

ナ
も
ま
だ
収
ま
ら
ず
、
ま
た

原
材
料
等
物
価
も
高
騰
し
て

い
る
が
、
今
後
も
皆
様
と
一

緒
に
な
っ
て
地
域
経
済
を
支

え
て
い
け
る
よ
う
努
め
た
い
」

と
ご
挨
拶
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

　

本
年
も
役
員
・
議
員
の
皆

さ
ま
を
は
じ
め
、
会
員
の
皆

さ
ま
に
は
昨
年
と
変
わ
ら
ぬ

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

新

春

互

礼

会

新

春

互

礼

会

施
行
に
よ
る
税
務
実
務
の
事

施
行
に
よ
る
税
務
実
務
の
事

務
負
担
の
軽
減
や
効
率
化
を

務
負
担
の
軽
減
や
効
率
化
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
、
税
務
に
関
す

　

講
師
に
は
、
税
務
に
関
す

る
セ
ミ
ナ
ー
で
豊
富
な
経
験

る
セ
ミ
ナ
ー
で
豊
富
な
経
験

を
有
す
る
中
央
税
務
会
計
事

を
有
す
る
中
央
税
務
会
計
事

務
所
の
中
島
由
雅
所
長
を
招

務
所
の
中
島
由
雅
所
長
を
招

き
、
制
度
概
要
か
ら
実
務
上

き
、
制
度
概
要
か
ら
実
務
上

の
対
応
方
法
ま
で
わ
か
り
や

の
対
応
方
法
ま
で
わ
か
り
や

す
く
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま

す
く
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

し
た
。

　

参
加
者
は
、
「
実
際
に
イ
ン

　

参
加
者
は
、
「
実
際
に
イ
ン

ボ
イ
ス
の
売
り
手
と
買
い
手

ボ
イ
ス
の
売
り
手
と
買
い
手

の
留
意
点
等
を
学
べ
イ
メ
ー

の
留
意
点
等
を
学
べ
イ
メ
ー

ジ
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
。

ジ
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
。

実
務
に
活
か
し
て
い
き
た
い
」

実
務
に
活
か
し
て
い
き
た
い
」

と
意
欲
的
に
捉
え
て
い
ま
し

と
意
欲
的
に
捉
え
て
い
ま
し

た
。
た
。

　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
関
連

　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
関
連

す
る
内
容
に
つ
い
て
は
、
当

す
る
内
容
に
つ
い
て
は
、
当

所
の
経
営
相
談
窓
口
で
も
対

所
の
経
営
相
談
窓
口
で
も
対

応
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お

応
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

令
和

　

令
和
44
年年
1212
月月
66
日
（
火
）
、

日
（
火
）
、

浜
田
ニ
ュ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ

浜
田
ニ
ュ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ

テ
ル
に
お
い
て
「
イ
ン
ボ
イ

テ
ル
に
お
い
て
「
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
の
概
要
と
実
務
対
応

ス
制
度
の
概
要
と
実
務
対
応

の
ポ
イ
ン
ト
」
と
題
し
セ
ミ

の
ポ
イ
ン
ト
」
と
題
し
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
、
会
員

ナ
ー
を
開
催
し
、
会
員
1515
事事

業
所
か
ら

業
所
か
ら
2121
名
に
ご
参
加
い

名
に
ご
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
。

た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
令
和

　

こ
れ
は
、
令
和
55
年年
1010
月月

か
ら
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
導

か
ら
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
導

入
、
ま
た
、
令
和

入
、
ま
た
、
令
和
66
年年
11
月月

の
改
正
電
子
帳
簿
保
存
法
の

の
改
正
電
子
帳
簿
保
存
法
の

イ

ン

ボ

イ

ス

セ

ミ

ナ

ー

イ

ン

ボ

イ

ス

セ

ミ

ナ

ー

　

新
年
恒
例
の
新
春
互
礼
会

は
、
令
和
5
年
1
月
10
日
（
火
）

に
浜
田
ニ
ュ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル

ホ
テ
ル
に
お
い
て
来
賓
11
名

と
42
名
の
役
員
・
議
員
の
皆

さ
ま
に
ご
出
席
い
た
だ
き
終

始
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
櫨
山
会
頭
は
会
館

移
転
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

の
報
告
の
後
、
「
こ
こ
十
数

年
、
日
本
人
の
平
均
年
収
が

　

講
師
に
は
、
国
家
資
格
キ
ャ

　

講
師
に
は
、
国
家
資
格
キ
ャ

リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て

リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て

活
躍
さ
れ
る
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン

活
躍
さ
れ
る
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
の
福
村
多
美
子
氏
を
講
師

サ
ー
の
福
村
多
美
子
氏
を
講
師

に
招
き
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た

に
招
き
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た

販
促
方
法
を
各
動
画
コ
ン
テ
ン

販
促
方
法
を
各
動
画
コ
ン
テ
ン

ツ
に
分
け
、
撮
影
方
法
や
編
集

ツ
に
分
け
、
撮
影
方
法
や
編
集

方
法
・
企
画
構
成
の
ポ
イ
ン
ト

方
法
・
企
画
構
成
の
ポ
イ
ン
ト

を
学
び
、
自
社
の
商
品
・
サ
ー

を
学
び
、
自
社
の
商
品
・
サ
ー

ビ
ス
を
効
果
的
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト

ビ
ス
を
効
果
的
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト

層
に
届
け
る
た
め
の
発
信
方
法

層
に
届
け
る
た
め
の
発
信
方
法

を
習
得
し
ま
し
た
。

を
習
得
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
「
今
ま
で

　

参
加
者
か
ら
は
、
「
今
ま
で

は
た
だ
の
情
報
発
信
に
な
っ
て

は
た
だ
の
情
報
発
信
に
な
っ
て

い
た
が
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
明
確

い
た
が
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
明
確

に
し
効
果
的
に
活
用
し
て
い
く

に
し
効
果
的
に
活
用
し
て
い
く

ヒ
ン
ト
を
得
る
い
い
機
会
と

ヒ
ン
ト
を
得
る
い
い
機
会
と

な
っ
た
」
と
の
感
想
を
話
し
て

な
っ
た
」
と
の
感
想
を
話
し
て

い
ま
し
た
。

い
ま
し
た
。

　

浜
田
商
工
会
議
所
で
は
、
引

　

浜
田
商
工
会
議
所
で
は
、
引

き
続
き
関
係
機
関
と
連
携
を
と

き
続
き
関
係
機
関
と
連
携
を
と

り
、
各
支
援
策
の
活
用
・
周
知

り
、
各
支
援
策
の
活
用
・
周
知

と
相
談
に
努
め
て
い
く
こ
と
と

と
相
談
に
努
め
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

し
て
い
ま
す
。

デ

ジ

タ

ル

化

入

門

講

座

デ

ジ

タ

ル

化

入

門

講

座

　

令
和

　

令
和
44
年年
1212
月月
99
日
（
金
）
、

日
（
金
）
、

浜
田
ニ
ュ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ

浜
田
ニ
ュ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ

テ
ル
に
お
い
て
、
「
中
小
・
小

テ
ル
に
お
い
て
、
「
中
小
・
小

規
模
事
業
者
の
た
め
の
デ
ジ

規
模
事
業
者
の
た
め
の
デ
ジ

タ
ル
化
入
門
講
座
」
を
開
講

タ
ル
化
入
門
講
座
」
を
開
講

し
ま
し
た
。

し
ま
し
た
。

　

本
講
座
は
、
政
府
の
支
援

　

本
講
座
は
、
政
府
の
支
援

策
（
各
種
補
助
金
）
を
活
用

策
（
各
種
補
助
金
）
を
活
用

し
て
経
営
を
デ
ジ
タ
ル
化
す

し
て
経
営
を
デ
ジ
タ
ル
化
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
、
会
員

る
こ
と
を
目
的
と
し
、
会
員

88
事
業
所
か
ら

事
業
所
か
ら
1010
名
の
方
に

名
の
方
に

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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(8)浜田商工会議所だより第409号 令和5年2月15日（発行定日15日）

　発行所：浜田商工会議所　　住所：〒 697-0027　島根県浜田市殿町 124-2　　TEL：(0855)22-3025　　FAX：(0855)22-5400

　編集発行人：田村　洋二　　印刷所：柏村印刷株式会社　１部 110 円（税込み。但し会員の購読料は会費の中に含まれます）

  

　　

令和 5年令和 5年　　2月 21 日（火）　10時～ 16時  2 月 21 日（火）　10時～ 16時  

 3 月 20 日（月）   3 月 20 日（月）  10 時～ 16 時  10 時～ 16 時  
開催日開催日

　≪問い合わせ先≫　　浜田商工会議所　中小企業相談所　　　≪問い合わせ先≫　　浜田商工会議所　中小企業相談所　　TEL：0855-22-3025TEL：0855-22-3025　　FAX：0855-22-5400　　FAX：0855-22-5400

相談員相談員

無　料無　料

事業承継コーディネーター事業承継コーディネーター　村上　弘基　氏　村上　弘基　氏

令和 5年令和 5年　　2月 22 日（水）　10時～ 16時2月 22 日（水）　10時～ 16時

3月 22 日（水）  3 月 22 日（水）  10 時～ 16 時  10 時～ 16 時  

日本政策金融公庫 浜田支店日本政策金融公庫 浜田支店

事業承継相談会事業承継相談会 定例経営相談会定例経営相談会

相談会開催のお知らせ相談会開催のお知らせ

創業相談や資金繰りに関するご相談はこちら創業相談や資金繰りに関するご相談はこちら事業の承継や引継ぎに関するご相談はこちら事業の承継や引継ぎに関するご相談はこちら

専門相談員より、相談者のお悩みに即した実務的な助言により、問題解決をサポートします。専門相談員より、相談者のお悩みに即した実務的な助言により、問題解決をサポートします。

相談は無料、秘密は厳守します。まずはお気軽にお問合せください。相談は無料、秘密は厳守します。まずはお気軽にお問合せください。

  

　　

公募期間：令和 5年 1月 31 日 (火 )～ 9月 30 日（土）公募期間：令和 5年 1月 31 日 (火 )～ 9月 30 日（土）

　　　　　　1次締切：3月 31 日 (金 )　　2次締切：5月 31 日 (水 )　　　　　　1次締切：3月 31 日 (金 )　　2次締切：5月 31 日 (水 )

　　　　　 3次締切：7月 31 日 (月 )　　4次締切：9月 30 日 (土 )　　　　　 3次締切：7月 31 日 (月 )　　4次締切：9月 30 日 (土 )

　≪問い合わせ先≫　　浜田商工会議所　中小企業相談所　　　≪問い合わせ先≫　　浜田商工会議所　中小企業相談所　　TEL：0855-22-3025TEL：0855-22-3025　　FAX：0855-22-5400　　FAX：0855-22-5400

飲食・商業・サービス業等エネルギーコスト削減対策緊急支援事業飲食・商業・サービス業等エネルギーコスト削減対策緊急支援事業

詳細については、島根県商工会連合会 WEB サイト内「飲食・商業・サービス業等エネルギー詳細については、島根県商工会連合会 WEB サイト内「飲食・商業・サービス業等エネルギー

コスト削減対策緊急支援事業」ページもしくは当所までお問い合わせください。コスト削減対策緊急支援事業」ページもしくは当所までお問い合わせください。

　本年度第 2回の公募が開始しております。本補助金は、エネルギー価格高騰の影響を受けている　本年度第 2回の公募が開始しております。本補助金は、エネルギー価格高騰の影響を受けている

飲食・商業・サービス業等を営む中小企業に対して、エネルギーコスト削減を図るための取組の経飲食・商業・サービス業等を営む中小企業に対して、エネルギーコスト削減を図るための取組の経

費の一部を補助することにより、中小企業等の経営を支援することを目的としています。費の一部を補助することにより、中小企業等の経営を支援することを目的としています。


